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    第一章


    
      1神かみの御旨みむねによりキリスト・イエスの使徒しととなったパウロと、兄弟きょうだいテモテとから、コリントにある神かみの教会きょうかい、ならびにアカヤ全土ぜんどにいるすべての聖徒せいとたちへ。
    


    
      2わたしたちの父ちちなる神かみと主しゅイエス・キリストから、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたにあるように。
    


    
      3ほむべきかな、わたしたちの主しゅイエス・キリストの父ちちなる神かみ、あわれみ深ぶかき父ちち、慰なぐさめに満みちたる神かみ。 4神かみは、いかなる患難かんなんの中なかにいる時ときでもわたしたちを慰なぐさめて下くださり、また、わたしたち自身じしんも、神かみに慰なぐさめていただくその慰なぐさめをもって、あらゆる患難かんなんの中なかにある人々ひとびとを慰なぐさめることができるようにして下くださるのである。 5それは、キリストの苦難くなんがわたしたちに満みちあふれているように、わたしたちの受うける慰なぐさめもまた、キリストによって満みちあふれているからである。 6わたしたちが患難かんなんに会あうなら、それはあなたがたの慰なぐさめと救すくいとのためであり、慰なぐさめを受うけるなら、それはあなたがたの慰なぐさめのためであって、その慰なぐさめは、わたしたちが受うけているのと同おなじ苦難くなんに耐たえさせる力ちからとなるのである。 7だから、あなたがたに対たいしていだいているわたしたちの望のぞみは、動うごくことがない。あなたがたが、わたしたちと共ともに苦難くなんにあずかっているように、慰なぐさめにも共ともにあずかっていることを知しっているからである。
    


    
      8兄弟きょうだいたちよ。わたしたちがアジヤで会あった患難かんなんを、知しらずにいてもらいたくない。わたしたちは極度きょくどに、耐たえられないほど圧迫あっぱくされて、生いきる望のぞみをさえ失うしなってしまい、 9心こころのうちで死しを覚悟かくごし、自分じぶん自身じしんを頼たのみとしないで、死人しにんをよみがえらせて下くださる神かみを頼たのみとするに至いたった。 10神かみはこのような死しの危険きけんから、わたしたちを救すくい出だして下くださった、また救すくい出だして下くださるであろう。わたしたちは、神かみが今後こんごも救すくい出だして下くださることを望のぞんでいる。 11そして、あなたがたもまた祈いのりをもって、ともどもに、わたしたちを助たすけてくれるであろう。これは多おおくの人々ひとびとの願ねがいによりわたしたちに賜たまわった恵めぐみについて、多おおくの人ひとが感謝かんしゃをささげるようになるためである。
    


    
      12さて、わたしたちがこの世よで、ことにあなたがたに対たいし、人間にんげんの知恵ちえによってではなく神かみの恵めぐみによって、神かみの神聖しんせいと真実しんじつとによって行動こうどうしてきたことは、実じつにわたしたちの誇ほこりであって、良心りょうしんのあかしするところである。 13わたしたちが書かいていることは、あなたがたが読よんで理解りかいできないことではない。それを完全かんぜんに理解りかいしてくれるように、わたしは希望きぼうする。 14すでにある程度ていどわたしたちを理解りかいしてくれているとおり、わたしたちの主しゅイエスの日ひには、あなたがたがわたしたちの誇ほこりであるように、わたしたちもあなたがたの誇ほこりなのである。
    


    
      15この確信かくしんをもって、わたしたちはもう一度いちど恵めぐみを得えさせたいので、まずあなたがたの所ところに行いき、 16それからそちらを通とおってマケドニヤにおもむき、そして再ふたたびマケドニヤからあなたがたの所ところに帰かえり、あなたがたの見送みおくりを受うけてユダヤに行ゆく計画けいかくを立たてたのである。 17この計画けいかくを立たてたのは、軽率けいそつなことであったであろうか。それとも、自分じぶんの計画けいかくを肉にくの思おもいによって計画けいかくしたため、わたしの「しかり、しかり」が同時どうじに「否いな、否いな」であったのだろうか。 18神かみの真実しんじつにかけて言いうが、あなたがたに対たいするわたしの言葉ことばは、「しかり」と同時どうじに「否いな」というようなものではない。 19なぜなら、わたしたち、すなわち、わたしとシルワノとテモテとが、あなたがたに宣のべ伝つたえた神かみの子こキリスト・イエスは、「しかり」となると同時どうじに「否いな」となったのではない。そうではなく、「しかり」がイエスにおいて実現じつげんされたのである。 20なぜなら、神かみの約束やくそくはことごとく、彼かれにおいて「しかり」となったからである。だから、わたしたちは、彼かれによって「アァメン」と唱となえて、神かみに栄光えいこうを帰きするのである。 21あなたがたと共ともにわたしたちを、キリストのうちに堅かたくささえ、油あぶらをそそいで下くださったのは、神かみである。 22神かみはまた、わたしたちに証印しょういんをおし、その保証ほしょうとして、わたしたちの心こころに御霊みたまを賜たまわったのである。
    


    
      23わたしは自分じぶんの魂たましいをかけ、神かみを証人しょうにんに呼よび求もとめて言いうが、わたしがコリントに行いかないでいるのは、あなたがたに対たいして寛大かんだいでありたいためである。 24わたしたちは、あなたがたの信仰しんこうを支配しはいする者ものではなく、あなたがたの喜よろこびのために共ともに働はたらいている者ものにすぎない。あなたがたは、信仰しんこうに堅かたく立たっているからである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1そこでわたしは、あなたがたの所ところに再ふたたび悲かなしみをもって行ゆくことはすまいと、決心けっしんしたのである。 2もしあなたがたを悲かなしませるとすれば、わたしが悲かなしませているその人ひと以外いがいに、だれがわたしを喜よろこばせてくれるのか。 3このような事ことを書かいたのは、わたしが行ゆく時とき、わたしを喜よろこばせてくれるはずの人々ひとびとから、悲かなしい思おもいをさせられたくないためである。わたし自身じしんの喜よろこびはあなたがた全体ぜんたいの喜よろこびであることを、あなたがたすべてについて確信かくしんしているからである。 4わたしは大おおきな患難かんなんと心こころの憂うれいの中なかから、多おおくの涙なみだをもってあなたがたに書かきおくった。それは、あなたがたを悲かなしませるためではなく、あなたがたに対たいしてあふれるばかりにいだいているわたしの愛あいを、知しってもらうためであった。
    


    
      5しかし、もしだれかが人ひとを悲かなしませたとすれば、それはわたしを悲かなしませたのではなく、控ひかえ目めに言いうが、ある程度ていど、あなたがた一同いちどうを悲かなしませたのである。 6その人ひとにとっては、多数たすうの者ものから受うけたあの処罰しょばつでもう十分じゅうぶんなのだから、 7あなたがたはむしろ彼かれをゆるし、また慰なぐさめてやるべきである。そうしないと、その人ひとはますます深ぶかい悲かなしみに沈しずむかも知しれない。 8そこでわたしは、彼かれに対たいして愛あいを示しめすように、あなたがたに勧すすめる。 9わたしが書かきおくったのも、あなたがたがすべての事ことについて従順じゅうじゅんであるかどうかを、ためすためにほかならなかった。 10もしあなたがたが、何なにかのことについて人ひとをゆるすなら、わたしもまたゆるそう。そして、もしわたしが何なにかのことでゆるしたとすれば、それは、あなたがたのためにキリストのみまえでゆるしたのである。 11そうするのは、サタンに欺あざむかれることのないためである。わたしたちは、彼かれの策略さくりゃくを知しらないわけではない。
    


    
      12さて、キリストの福音ふくいんのためにトロアスに行いったとき、わたしのために主しゅの門もんが開ひらかれたにもかかわらず、 13兄弟きょうだいテトスに会あえなかったので、わたしは気きが気きでなく、人々ひとびとに別わかれて、マケドニヤに出でかけて行いった。 14しかるに、神かみは感謝かんしゃすべきかな。神かみはいつもわたしたちをキリストの凱旋がいせんに伴ともない行ゆき、わたしたちをとおしてキリストを知しる知識ちしきのかおりを、至いたる所ところに放はなって下くださるのである。 15わたしたちは、救すくわれる者ものにとっても滅ほろびる者ものにとっても、神かみに対たいするキリストのかおりである。 16後者こうしゃにとっては、死しから死しに至いたらせるかおりであり、前者ぜんしゃにとっては、いのちからいのちに至いたらせるかおりである。いったい、このような任務にんむに、だれが耐たえ得えようか。 17しかし、わたしたちは、多おおくの人ひとのように神かみの言ことばを売物うりものにせず、真心まごころをこめて、神かみにつかわされた者ものとして神かみのみまえで、キリストにあって語かたるのである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1わたしたちは、またもや、自己じこ推薦すいせんをし始はじめているのだろうか。それとも、ある人々ひとびとのように、あなたがたにあてた、あるいは、あなたがたからの推薦すいせん状じょうが必要ひつようなのだろうか。 2わたしたちの推薦すいせん状じょうは、あなたがたなのである。それは、わたしたちの心こころにしるされていて、すべての人ひとに知しられ、かつ読よまれている。 3そして、あなたがたは自分じぶん自身じしんが、わたしたちから送おくられたキリストの手紙てがみであって、墨すみによらず生いける神かみの霊れいによって書かかれ、石いしの板いたにではなく人ひとの心こころの板いたに書かかれたものであることを、はっきりとあらわしている。
    


    
      4こうした確信かくしんを、わたしたちはキリストにより神かみに対たいしていだいている。 5もちろん、自分じぶん自身じしんで事ことを定さだめる力ちからが自分じぶんにある、と言いうのではない。わたしたちのこうした力ちからは、神かみからきている。 6神かみはわたしたちに力ちからを与あたえて、新あたらしい契約けいやくに仕つかえる者ものとされたのである。それは、文字もんじに仕つかえる者ものではなく、霊れいに仕つかえる者ものである。文字もんじは人ひとを殺ころし、霊れいは人ひとを生いかす。 7もし石いしに彫ほりつけた文字もんじによる死しの務つとめが栄光えいこうのうちに行おこなわれ、そのためイスラエルの子こらは、モーセの顔かおの消きえ去さるべき栄光えいこうのゆえに、その顔かおを見みつめることができなかったとすれば、 8まして霊れいの務つとめは、はるかに栄光えいこうあるものではなかろうか。 9もし罪つみを宣告せんこくする務つとめが栄光えいこうあるものだとすれば、義ぎを宣告せんこくする務つとめは、はるかに栄光えいこうに満みちたものである。 10そして、すでに栄光えいこうを受うけたものも、この場合ばあい、はるかにまさった栄光えいこうのまえに、その栄光えいこうを失うしなったのである。 11もし消きえ去さるべきものが栄光えいこうをもって現あらわれたのなら、まして永存えいぞんすべきものは、もっと栄光えいこうのあるべきものである。
    


    
      12こうした望のぞみをいだいているので、わたしたちは思おもいきって大胆だいたんに語かたり、 13そしてモーセが、消きえ去さっていくものの最後さいごをイスラエルの子こらに見みられまいとして、顔かおにおおいをかけたようなことはしない。 14実際じっさい、彼かれらの思おもいは鈍にぶくなっていた。今日こんにちに至いたるまで、彼かれらが古ふるい契約けいやくを朗読ろうどくする場合ばあい、その同おなじおおいが取とり去さられないままで残のこっている。それは、キリストにあってはじめて取とり除のぞかれるのである。 15今日こんにちに至いたるもなお、モーセの書しょが朗読ろうどくされるたびに、おおいが彼かれらの心こころにかかっている。 16しかし主しゅに向むく時ときには、そのおおいは取とり除のぞかれる。 17主しゅは霊れいである。そして、主しゅの霊れいのあるところには、自由じゆうがある。 18わたしたちはみな、顔かおおおいなしに、主しゅの栄光えいこうを鏡かがみに映うつすように見みつつ、栄光えいこうから栄光えいこうへと、主しゅと同おなじ姿すがたに変かえられていく。これは霊れいなる主しゅの働はたらきによるのである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1このようにわたしたちは、あわれみを受うけてこの務つとめについているのだから、落胆らくたんせずに、 2恥はずべき隠かくれたことを捨すて去さり、悪巧わるだくみによって歩あるかず、神かみの言ことばを曲まげず、真理しんりを明あきらかにし、神かみのみまえに、すべての人ひとの良心りょうしんに自分じぶんを推薦すいせんするのである。 3もしわたしたちの福音ふくいんがおおわれているなら、滅ほろびる者ものどもにとっておおわれているのである。 4彼かれらの場合ばあい、この世よの神かみが不信ふしんの者ものたちの思おもいをくらませて、神かみのかたちであるキリストの栄光えいこうの福音ふくいんの輝かがやきを、見みえなくしているのである。 5しかし、わたしたちは自分じぶん自身じしんを宣のべ伝つたえるのではなく、主しゅなるキリスト・イエスを宣のべ伝つたえる。わたしたち自身じしんは、ただイエスのために働はたらくあなたがたの僕しもべにすぎない。 6「やみの中なかから光ひかりが照てりいでよ」と仰おおせになった神かみは、キリストの顔かおに輝かがやく神かみの栄光えいこうの知識ちしきを明あきらかにするために、わたしたちの心こころを照てらして下くださったのである。
    


    
      7しかしわたしたちは、この宝たからを土つちの器うつわの中なかに持もっている。その測はかり知しれない力ちからは神かみのものであって、わたしたちから出でたものでないことが、あらわれるためである。 8わたしたちは、四方しほうから患難かんなんを受うけても窮きゅうしない。途方とほうにくれても行ゆき詰づまらない。 9迫害はくがいに会あっても見捨みすてられない。倒たおされても滅ほろびない。 10いつもイエスの死しをこの身みに負おうている。それはまた、イエスのいのちが、この身みに現あらわれるためである。 11わたしたち生いきている者ものは、イエスのために絶たえず死しに渡わたされているのである。それはイエスのいのちが、わたしたちの死しぬべき肉体にくたいに現あらわれるためである。 12こうして、死しはわたしたちのうちに働はたらき、いのちはあなたがたのうちに働はたらくのである。 13「わたしは信しんじた。それゆえに語かたった」としるしてあるとおり、それと同おなじ信仰しんこうの霊れいを持もっているので、わたしたちも信しんじている。それゆえに語かたるのである。 14それは、主しゅイエスをよみがえらせたかたが、わたしたちをもイエスと共ともによみがえらせ、そして、あなたがたと共ともにみまえに立たたせて下くださることを、知しっているからである。 15すべてのことは、あなたがたの益えきであって、恵めぐみがますます多おおくの人ひとに増まし加くわわるにつれ、感謝かんしゃが満みちあふれて、神かみの栄光えいこうとなるのである。
    


    
      16だから、わたしたちは落胆らくたんしない。たといわたしたちの外そとなる人ひとは滅ほろびても、内うちなる人ひとは日ひごとに新あたらしくされていく。 17なぜなら、このしばらくの軽かるい患難かんなんは働はたらいて、永遠えいえんの重おもい栄光えいこうを、あふれるばかりにわたしたちに得えさせるからである。 18わたしたちは、見みえるものにではなく、見みえないものに目めを注そそぐ。見みえるものは一時いちじ的てきであり、見みえないものは永遠えいえんにつづくのである。
    

  


  


  
    第五章


    
      1わたしたちの住すんでいる地上ちじょうの幕屋まくやがこわれると、神かみからいただく建物たてもの、すなわち天てんにある、人ひとの手てによらない永遠えいえんの家いえが備そなえてあることを、わたしたちは知しっている。 2そして、天てんから賜たまわるそのすみかを、上うえに着きようと切せつに望のぞみながら、この幕屋まくやの中なかで苦くるしみもだえている。 3それを着きたなら、裸はだかのままではいないことになろう。 4この幕屋まくやの中なかにいるわたしたちは、重荷おもにを負おって苦くるしみもだえている。それを脱ぬごうと願ねがうからではなく、その上うえに着きようと願ねがうからであり、それによって、死しぬべきものがいのちにのまれてしまうためである。 5わたしたちを、この事ことにかなう者ものにして下くださったのは、神かみである。そして、神かみはその保証ほしょうとして御霊みたまをわたしたちに賜たまわったのである。 6だから、わたしたちはいつも心こころ強づよい。そして、肉体にくたいを宿やどとしている間あいだは主しゅから離はなれていることを、よく知しっている。 7わたしたちは、見みえるものによらないで、信仰しんこうによって歩あるいているのである。 8それで、わたしたちは心こころ強づよい。そして、むしろ肉体にくたいから離はなれて主しゅと共ともに住すむことが、願ねがわしいと思おもっている。 9そういうわけだから、肉体にくたいを宿やどとしているにしても、それから離はなれているにしても、ただ主しゅに喜よろこばれる者ものとなるのが、心こころからの願ねがいである。 10なぜなら、わたしたちは皆みな、キリストのさばきの座ざの前まえにあらわれ、善ぜんであれ悪あくであれ、自分じぶんの行おこなったことに応おうじて、それぞれ報むくいを受うけねばならないからである。
    


    
      11このようにわたしたちは、主しゅの恐おそるべきことを知しっているので、人々ひとびとに説とき勧すすめる。わたしたちのことは、神かみのみまえには明あきらかになっている。さらに、あなたがたの良心りょうしんにも明あきらかになるようにと望のぞむ。 12わたしたちは、あなたがたに対たいして、またもや自己じこ推薦すいせんをしようとするのではない。ただわたしたちを誇ほこる機会きかいを、あなたがたに持もたせ、心こころを誇ほこるのではなくうわべだけを誇ほこる人々ひとびとに答こたえうるようにさせたいのである。 13もしわたしたちが、気きが狂くるっているのなら、それは神かみのためであり、気きが確たしかであるのなら、それはあなたがたのためである。 14なぜなら、キリストの愛あいがわたしたちに強つよく迫せまっているからである。わたしたちはこう考かんがえている。ひとりの人ひとがすべての人ひとのために死しんだ以上いじょう、すべての人ひとが死しんだのである。 15そして、彼かれがすべての人ひとのために死しんだのは、生いきている者ものがもはや自分じぶんのためにではなく、自分じぶんのために死しんでよみがえったかたのために、生いきるためである。
    


    
      16それだから、わたしたちは今後こんご、だれをも肉にくによって知しることはすまい。かつてはキリストを肉にくによって知しっていたとしても、今いまはもうそのような知しり方かたをすまい。 17だれでもキリストにあるならば、その人ひとは新あたらしく造つくられた者ものである。古ふるいものは過すぎ去さった、見みよ、すべてが新あたらしくなったのである。 18しかし、すべてこれらの事ことは、神かみから出でている。神かみはキリストによって、わたしたちをご自分じぶんに和解わかいさせ、かつ和解わかいの務つとめをわたしたちに授さづけて下くださった。 19すなわち、神かみはキリストにおいて世よをご自分じぶんに和解わかいさせ、その罪過ざいかの責任せきにんをこれに負おわせることをしないで、わたしたちに和解わかいの福音ふくいんをゆだねられたのである。
    


    
      20神かみがわたしたちをとおして勧すすめをなさるのであるから、わたしたちはキリストの使者ししゃなのである。そこで、キリストに代かわって願ねがう、神かみの和解わかいを受うけなさい。 21神かみはわたしたちの罪つみのために、罪つみを知しらないかたを罪つみとされた。それは、わたしたちが、彼かれにあって神かみの義ぎとなるためなのである。
    

  


  


  
    第六章


    
      1わたしたちはまた、神かみと共ともに働はたらく者ものとして、あなたがたに勧すすめる。神かみの恵めぐみをいたずらに受うけてはならない。 2神かみはこう言いわれる、

      
        「わたしは、恵めぐみの時ときにあなたの願ねがいを聞ききいれ、

        救すくいの日ひにあなたを助たすけた」。

      
見みよ、今いまは恵めぐみの時とき、見みよ、今いまは救すくいの日ひである。 3この務つとめがそしりを招まねかないために、わたしたちはどんな事ことにも、人ひとにつまずきを与あたえないようにし、 4かえって、あらゆる場合ばあいに、神かみの僕しもべとして、自分じぶんを人々ひとびとにあらわしている。すなわち、極度きょくどの忍苦にんくにも、患難かんなんにも、危機ききにも、行ゆき詰づまりにも、 5むち打うたれることにも、入獄にゅうごくにも、騒乱そうらんにも、労苦ろうくにも、徹夜てつやにも、飢餓きがにも、 6真実しんじつと知識ちしきと寛容かんようと、慈愛じあいと聖霊せいれいと偽いつわりのない愛あいと、 7真理しんりの言葉ことばと神かみの力ちからとにより、左右さゆうに持もっている義ぎの武器ぶきにより、 8ほめられても、そしられても、悪評あくひょうを受うけても、好評こうひょうを博はくしても、神かみの僕しもべとして自分じぶんをあらわしている。わたしたちは、人ひとを惑まどわしているようであるが、しかも真実しんじつであり、 9人ひとに知しられていないようであるが、認みとめられ、死しにかかっているようであるが、見みよ、生いきており、懲こらしめられているようであるが、殺ころされず、 10悲かなしんでいるようであるが、常つねに喜よろこんでおり、貧まずしいようであるが、多おおくの人ひとを富とませ、何なにも持もたないようであるが、すべての物ものを持もっている。
    


    
      11コリントの人々ひとびとよ。あなたがたに向むかってわたしたちの口くちは開ひらかれており、わたしたちの心こころは広ひろくなっている。 12あなたがたは、わたしたちに心こころをせばめられていたのではなく、自分じぶんで心こころをせばめていたのだ。 13わたしは子供こどもたちに対たいするように言いうが、どうかあなたがたの方ほうでも心こころを広ひろくして、わたしに応おうじてほしい。
    


    
      14不信者ふしんじゃと、つり合あわないくびきを共ともにするな。義ぎと不義ふぎとなんの係かかわりがあるか。光ひかりとやみとなんの交まじわりがあるか。 15キリストとベリアルとなんの調和ちょうわがあるか。信仰しんこうと不ふ信仰しんこうとなんの関係かんけいがあるか。 16神かみの宮みやと偶像ぐうぞうとなんの一致いっちがあるか。わたしたちは、生いける神かみの宮みやである。神かみがこう仰おおせになっている、

      
        「わたしは彼かれらの間あいだに住すみ、

        かつ出入でいりをするであろう。

        そして、わたしは彼かれらの神かみとなり、

        彼かれらはわたしの民たみとなるであろう」。

        17だから、「彼かれらの間あいだから出でて行いき、

        彼かれらと分離ぶんりせよ、と主しゅは言いわれる。

        そして、汚けがれたものに触ふれてはならない。

        触ふれなければ、わたしはあなたがたを受うけいれよう。

        18そしてわたしは、あなたがたの父ちちとなり、

        あなたがたは、

        わたしのむすこ、むすめとなるであろう。

        全能ぜんのうの主しゅが、こう言いわれる」。

      

    

  


  


  
    第七章


    
      1愛あいする者ものたちよ。わたしたちは、このような約束やくそくを与あたえられているのだから、肉にくと霊れいとのいっさいの汚けがれから自分じぶんをきよめ、神かみをおそれて全まったく清きよくなろうではないか。
    


    
      2どうか、わたしたちに心こころを開ひらいてほしい。わたしたちは、だれにも不義ふぎをしたことがなく、だれをも破滅はめつにおとしいれたことがなく、だれからもだまし取とったことがない。 3わたしは、責せめるつもりでこう言いうのではない。前まえにも言いったように、あなたがたはわたしの心こころのうちにいて、わたしたちと生せい死しを共ともにしているのである。 4わたしはあなたがたを大おおいに信頼しんらいし、大おおいに誇ほこっている。また、あふれるばかり慰なぐさめを受うけ、あらゆる患難かんなんの中なかにあって喜よろこびに満みちあふれている。
    


    
      5さて、マケドニヤに着ついたとき、わたしたちの身みに少すこしの休やすみもなく、さまざまの患難かんなんに会あい、外そとには戦たたかい、内うちには恐おそれがあった。 6しかるに、うちしおれている者ものを慰なぐさめる神かみは、テトスの到来とうらいによって、わたしたちを慰なぐさめて下くださった。 7ただ彼かれの到来とうらいによるばかりではなく、彼かれがあなたがたから受うけたその慰なぐさめをもって、慰なぐさめて下くださった。すなわち、あなたがたがわたしを慕したっていること、嘆なげいていること、またわたしに対たいして熱心ねっしんであることを知しらせてくれたので、わたしの喜よろこびはいよいよ増まし加くわわったのである。 8そこで、たとい、あの手紙てがみであなたがたを悲かなしませたとしても、わたしはそれを悔くいていない。あの手紙てがみがしばらくの間あいだではあるが、あなたがたを悲かなしませたのを見みて悔くいたとしても、 9今いまは喜よろこんでいる。それは、あなたがたが悲かなしんだからではなく、悲かなしんで悔くい改あらためるに至いたったからである。あなたがたがそのように悲かなしんだのは、神かみのみこころに添そうたことであって、わたしたちからはなんの損そん害がいも受うけなかったのである。 10神かみのみこころに添そうた悲かなしみは、悔くいのない救すくいを得えさせる悔改くいあらために導みちびき、この世よの悲かなしみは死しをきたらせる。 11見みよ、神かみのみこころに添そうたその悲かなしみが、どんなにか熱ねつ情じょうをあなたがたに起おこさせたことか。また、弁明べんめい、義憤ぎふん、恐おそれ、愛慕あいぼ、熱意ねつい、それから処罰しょばつに至いたらせたことか。あなたがたはあの問題もんだいについては、すべての点てんにおいて潔白けっぱくであることを証明しょうめいしたのである。 12だから、わたしがあなたがたに書かきおくったのは、不義ふぎをした人ひとのためでも、不義ふぎを受うけた人ひとのためでもなく、わたしたちに対たいするあなたがたの熱ねつ情じょうが、神かみの前まえにあなたがたの間あいだで明あきらかになるためである。 13こういうわけで、わたしたちは慰なぐさめられたのである。これらの慰なぐさめの上うえにテトスの喜よろこびが加くわわって、わたしたちはなおいっそう喜よろこんだ。彼かれがあなたがた一同いちどうによって安心あんしんさせられたからである。 14そして、わたしは彼かれに対たいしてあなたがたのことを少すこしく誇ほこったが、それはわたしの恥はじにならないですんだ。あなたがたにいっさいのことを真実しんじつに語かたったように、テトスに対たいして誇ほこったことも真実しんじつとなってきたのである。 15また彼かれは、あなたがた一同いちどうが従順じゅうじゅんであって、おそれおののきつつ自分じぶんを迎むかえてくれたことを思おもい出だして、ますます心こころをあなたがたの方ほうに寄よせている。 16わたしは、あなたがたに全まったく信頼しんらいすることができて、喜よろこんでいる。
    

  


  


  
    第八章


    
      1兄弟きょうだいたちよ。わたしたちはここで、マケドニヤの諸しょ教会きょうかいに与あたえられた神かみの恵めぐみを、あなたがたに知しらせよう。 2すなわち、彼かれらは、患難かんなんのために激はげしい試錬しれんをうけたが、その満みちあふれる喜よろこびは、極度きょくどの貧まずしさにもかかわらず、あふれ出でて惜おしみなく施ほどこす富とみとなったのである。 3わたしはあかしするが、彼かれらは力ちからに応おうじて、否いな、力ちから以上いじょうに施ほどこしをした。すなわち、自みずから進すすんで、 4聖徒せいとたちへの奉仕ほうしに加くわわる恵めぐみにあずかりたいと、わたしたちに熱心ねっしんに願ねがい出でて、 5わたしたちの希望きぼうどおりにしたばかりか、自分じぶん自身じしんをまず、神かみのみこころにしたがって、主しゅにささげ、また、わたしたちにもささげたのである。 6そこで、この募金ぼきんをテトスがあなたがたの所ところで、すでに始はじめた以上いじょう、またそれを完成かんせいするようにと、わたしたちは彼かれに勧すすめたのである。 7さて、あなたがたがあらゆる事ことがらについて富とんでいるように、すなわち、信仰しんこうにも言葉ことばにも知識ちしきにも、あらゆる熱ねつ情じょうにも、また、あなたがたに対たいするわたしたちの愛あいにも富とんでいるように、この恵めぐみのわざにも富とんでほしい。 8こう言いっても、わたしは命令めいれいするのではない。ただ、他たの人ひとたちの熱ねつ情じょうによって、あなたがたの愛あいの純真じゅんしんさをためそうとするのである。 9あなたがたは、わたしたちの主しゅイエス・キリストの恵めぐみを知しっている。すなわち、主しゅは富とんでおられたのに、あなたがたのために貧まずしくなられた。それは、あなたがたが、彼かれの貧まずしさによって富とむ者ものになるためである。 10そこで、わたしは、この恵めぐみのわざについて意見いけんを述のべよう。それがあなたがたの益えきになるからである。あなたがたはこの事ことを、昨年さくねん以来いらい、他ほかに先さきんじて実行じっこうしたばかりではなく、それを願ねがっていた。 11だから今いま、それをやりとげなさい。あなたがたが心こころから願ねがっているように、持もっているところに応おうじて、それをやりとげなさい。 12もし心こころから願ねがってそうするなら、持もたないところによらず、持もっているところによって、神かみに受うけいれられるのである。 13それは、ほかの人々ひとびとに楽らくをさせて、あなたがたに苦労くろうをさせようとするのではなく、持もち物ものを等ひとしくするためである。 14すなわち、今いまの場合ばあいは、あなたがたの余裕よゆうがあの人ひとたちの欠乏けつぼうを補おぎない、後のちには、彼かれらの余裕よゆうがあなたがたの欠乏けつぼうを補おぎない、こうして等ひとしくなるようにするのである。 15それは「多おおく得えた者ものも余あまることがなく、少すこししか得えなかった者ものも足たりないことはなかった」と書かいてあるとおりである。
    


    
      16わたしがあなたがたに対たいして持もっている同おなじ熱ねつ情じょうを、テトスの心こころにも与あたえて下くださった神かみに感謝かんしゃする。 17彼かれはわたしの勧すすめを受うけいれ、そして更さらに熱心ねっしんになって、自分じぶんから進すすんであなたがたのところに行いった。 18わたしたちはまた、テトスと一緒いっしょに、ひとりの兄弟きょうだいを送おくる。この兄弟きょうだいが福音ふくいん宣伝せんでんの上うえで得えたほまれは、すべての教会きょうかいに聞きこえているが、 19そのうえ、彼かれは、主しゅご自身じしんの栄光えいこうがあらわれるため、また、わたしたちの好意こういを示しめすために、骨ほねを折おって贈おくり物ものを集あつめているわたしたちの同伴者どうはんしゃとして、諸しょ教会きょうかいから選えらばれたのである。 20そうしたのは、わたしたちが集あつめているこの寄附きふ金きんのことについて、人ひとにかれこれ言いわれるのを避さけるためである。 21わたしたちは、主しゅのみまえばかりではなく、人ひとの前まえでも公正こうせいであるように、気きを配くばっているのである。 22また、もうひとりの兄弟きょうだいを彼かれらと一緒いっしょに送おくる。わたしたちは、多おおくの事ことについて彼かれが熱心ねっしんであったことを、たびたび認みとめた。彼かれは今いま、あなたがたを非常ひじょうに信頼しんらいして、ますます熱心ねっしんになっている。 23テトスについて言いえば、彼かれはわたしの仲間なかまであり、あなたがたに対たいするわたしの協力者きょうりょくしゃである。この兄弟きょうだいたちについて言いえば、彼かれらは諸しょ教会きょうかいの使者ししゃ、キリストの栄光えいこうである。 24だから、あなたがたの愛あいと、また、あなたがたについてわたしたちがいだいている誇ほこりとが、真実しんじつであることを、諸しょ教会きょうかいの前まえで彼かれらにあかししていただきたい。
    

  


  


  
    第九章


    
      1聖徒せいとたちに対たいする援助えんじょについては、いまさら、あなたがたに書かきおくる必要ひつようはない。 2わたしは、あなたがたの好意こういを知しっており、そのために、あなたがたのことをマケドニヤの人々ひとびとに誇ほこって、アカヤでは昨年さくねん以来いらい、すでに準備じゅんびをしているのだと言いった。そして、あなたがたの熱心ねっしんは、多おおくの人ひとを奮起ふんきさせたのである。 3わたしが兄弟きょうだいたちを送おくることにしたのは、あなたがたについてわたしたちの誇ほこったことが、この場合ばあいむなしくならないで、わたしが言いったとおり準備じゅんびしていてもらいたいからである。 4そうでないと、万一まんいちマケドニヤ人びとがわたしと一緒いっしょに行いって、準備じゅんびができていないのを見みたら、あなたがたはもちろん、わたしたちも、かように信しんじきっていただけに、恥はじをかくことになろう。 5だから、わたしは兄弟きょうだいたちを促うながして、あなたがたの所ところへ先さきに行いかせ、以前いぜんあなたがたが約束やくそくしていた贈おくり物ものの準備じゅんびをさせておくことが必要ひつようだと思おもった。それをしぶりながらではなく、心こころをこめて用意よういしていてほしい。
    


    
      6わたしの考かんがえはこうである。少すこししかまかない者ものは、少すこししか刈かり取とらず、豊ゆたかにまく者ものは、豊ゆたかに刈かり取とることになる。 7各自かくじは惜おしむ心こころからでなく、また、しいられてでもなく、自みずから心こころで決きめたとおりにすべきである。神かみは喜よろこんで施ほどこす人ひとを愛あいして下くださるのである。 8神かみはあなたがたにあらゆる恵めぐみを豊ゆたかに与あたえ、あなたがたを常つねにすべてのことに満みち足たらせ、すべての良よいわざに富とませる力ちからのあるかたなのである。

      
        9「彼かれは貧まずしい人ひとたちに散ちらして与あたえた。

        その義ぎは永遠えいえんに続つづくであろう」

      
と書かいてあるとおりである。 10種たねまく人ひとに種たねと食たべるためのパンとを備そなえて下くださるかたは、あなたがたにも種たねを備そなえ、それをふやし、そしてあなたがたの義ぎの実みを増まして下くださるのである。 11こうして、あなたがたはすべてのことに豊ゆたかになって、惜おしみなく施ほどこし、その施ほどこしはわたしたちの手てによって行おこなわれ、神かみに感謝かんしゃするに至いたるのである。 12なぜなら、この援助えんじょの働はたらきは、聖徒せいとたちの欠乏けつぼうを補おぎなえだけではなく、神かみに対たいする多おおくの感謝かんしゃによってますます豊ゆたかになるからである。 13すなわち、この援助えんじょを行おこなった結果けっかとして、あなたがたがキリストの福音ふくいんの告白こくはくに対たいして従順じゅうじゅんであることや、彼かれらにも、すべての人ひとにも、惜おしみなく施ほどこしをしていることがわかってきて、彼かれらは神かみに栄光えいこうを帰きし、 14そして、あなたがたに賜たまわったきわめて豊ゆたかな神かみの恵めぐみのゆえに、あなたがたを慕したい、あなたがたのために祈いのるのである。 15言いいつくせない賜物たまもののゆえに、神かみに感謝かんしゃする。
    

  


  


  
    第十章


    
      1さて、「あなたがたの間あいだにいて面めんと向むかってはおとなしいが、離はなれていると、気きが強つよくなる」このパウロが、キリストの優やさしさ、寛大かんだいさをもって、あなたがたに勧すすめる。 2わたしたちを肉にくに従したがって歩あるいているかのように思おもっている人々ひとびとに対たいしては、わたしは勇敢ゆうかんに行動こうどうするつもりであるが、あなたがたの所ところでは、どうか、そのような思おもいきったことをしないですむようでありたい。 3わたしたちは、肉にくにあって歩あるいてはいるが、肉にくに従したがって戦たたかっているのではない。 4わたしたちの戦たたかいの武器ぶきは、肉にくのものではなく、神かみのためには要塞ようさいをも破壊はかいするほどの力ちからあるものである。わたしたちはさまざまな議論ぎろんを破やぶり、 5神かみの知恵ちえに逆さからって立たてられたあらゆる障害物しょうがいぶつを打うちこわし、すべての思おもいをとりこにしてキリストに服従ふくじゅうさせ、 6そして、あなたがたが完全かんぜんに服従ふくじゅうした時とき、すべて不ふ従順じゅうじゅんな者ものを処罰しょばつしようと、用意よういしているのである。
    


    
      7あなたがたは、うわべの事ことだけを見みている。もしある人ひとが、キリストに属ぞくする者ものだと自任じにんしているなら、その人ひとはもう一度いちどよく反省はんせいすべきである。その人ひとがキリストに属ぞくする者ものであるように、わたしたちもそうである。 8たとい、あなたがたを倒たおすためではなく高たかめるために主しゅからわたしたちに賜たまわった権威けんいについて、わたしがやや誇ほこりすぎたとしても、恥はじにはなるまい。 9ただ、わたしは、手紙てがみであなたがたをおどしているのだと、思おもわれたくはない。 10人ひとは言いう、「彼かれの手紙てがみは重味おもみがあって力強ちからづよいが、会あって見みると外見がいけんは弱よわ々しく、話はなしはつまらない」。 11そういう人ひとは心得こころえているがよい。わたしたちは、離はなれていて書かきおくる手紙てがみの言葉ことばどおりに、一緒いっしょにいる時ときでも同おなじようにふるまうのである。 12わたしたちは、自己じこ推薦すいせんをするような人々ひとびとと自分じぶんを同どう列れつにおいたり比較ひかくしたりはしない。彼かれらは仲間なかま同志どうしで互たがいにはかり合あったり、互たがいに比くらべ合あったりしているが、知恵ちえのないしわざである。 13しかし、わたしたちは限度げんどをこえて誇ほこるようなことはしない。むしろ、神かみが割わり当あてて下くださった地域ちいきの限度内げんどないで誇ほこるにすぎない。わたしはその限度げんどにしたがって、あなたがたの所ところまで行いったのである。 14わたしたちは、あなたがたの所ところまで行いけない者ものであるかのように、むりに手てを延のばしているのではない。事実じじつ、わたしたちが最初さいしょにキリストの福音ふくいんを携たずさえて、あなたがたの所ところまでも行いったのである。 15わたしたちは限度げんどをこえて、他人たにんの働はたらきを誇ほこるようなことはしない。ただ、あなたがたの信仰しんこうが成長せいちょうするにつれて、わたしたちの働はたらきの範囲はんいがあなたがたの中なかでますます大おおきくなることを望のぞんでいる。 16こうして、わたしたちはほかの人ひとの地域ちいきですでになされていることを誇ほこることはせずに、あなたがたを越こえたさきざきにまで、福音ふくいんを宣のべ伝つたえたい。 17誇ほこる者ものは主しゅを誇ほこるべきである。 18自分じぶんで自分じぶんを推薦すいせんする人ひとではなく、主しゅに推薦すいせんされる人ひとこそ、確たしかな人ひとなのである。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1わたしが少すこしばかり愚おろかなことを言いうのを、どうか、忍しのんでほしい。もちろん忍しのんでくれるのだ。 2わたしは神かみの熱ねつ情じょうをもって、あなたがたを熱愛ねつあいしている。あなたがたを、きよいおとめとして、ただひとりの男子だんしキリストにささげるために、婚約こんやくさせたのである。 3ただ恐おそれるのは、エバがへびの悪巧わるだくみで誘惑ゆうわくされたように、あなたがたの思おもいが汚けがされて、キリストに対たいする純情じゅんじょうと貞操ていそうとを失うしないはしないかということである。 4というのは、もしある人ひとがきて、わたしたちが宣のべ伝つたえもしなかったような異ことなるイエスを宣のべ伝つたえ、あるいは、あなたがたが受うけたことのない違ちがった霊れいを受うけ、あるいは、受うけいれたことのない違ちがった福音ふくいんを聞きく場合ばあいに、あなたがたはよくもそれを忍しのんでいる。 5事実じじつ、わたしは、あの大使徒だいしとたちにいささかも劣おとってはいないと思おもう。 6たとい弁舌べんぜつはつたなくても、知識ちしきはそうでない。わたしは、事ことごとに、いろいろの場合ばあいに、あなたがたに対たいしてそれを明あきらかにした。
    


    
      7それとも、あなたがたを高たかめるために自分じぶんを低ひくくして、神かみの福音ふくいんを価あたいなしにあなたがたに宣のべ伝つたえたことが、罪つみになるのだろうか。 8わたしは他たの諸しょ教会きょうかいをかすめたと言いわれながら得えた金かねで、あなたがたに奉仕ほうしし、 9あなたがたの所ところにいて貧乏びんぼうをした時ときにも、だれにも負担ふたんをかけたことはなかった。わたしの欠乏けつぼうは、マケドニヤからきた兄弟きょうだいたちが、補おぎなってくれた。こうして、わたしはすべての事ことにつき、あなたがたに重荷おもにを負おわせまいと努つとめてきたし、今後こんごも努つとめよう。 10わたしの内うちにあるキリストの真実しんじつにかけて言いう、この誇ほこりがアカヤ地方ちほうで封ふうじられるようなことは、決けっしてない。 11なぜであるか。わたしがあなたがたを愛あいしていないからか。それは、神かみがご存ぞんじである。
    


    
      12しかし、わたしは、現在げんざいしていることを今後こんごもしていこう。それは、わたしたちと同おなじように誇ほこりうる立たち場ばを得えようと機会きかいをねらっている者ものどもから、その機会きかいを断たち切きってしまうためである。 13こういう人々ひとびとはにせ使徒しと、人ひとをだます働はたらき人びとであって、キリストの使徒しとに擬装ぎそうしているにすぎないからである。 14しかし、驚おどろくには及およばない。サタンも光ひかりの天使てんしに擬装ぎそうするのだから。 15だから、たといサタンの手て下したどもが、義ぎの奉仕者ほうししゃのように擬装ぎそうしたとしても、不思議ふしぎではない。彼かれらの最期さいごは、そのしわざに合あったものとなろう。
    


    
      16繰くり返かえして言いうが、だれも、わたしを愚おろか者ものと思おもわないでほしい。もしそう思おもうなら、愚おろか者ものあつかいにされてもよいから、わたしにも、少すこし誇ほこらせてほしい。 17いま言いうことは、主しゅによって言いうのではなく、愚おろか者もののように、自分じぶんの誇ほこりとするところを信しんじきって言いうのである。 18多おおくの人ひとが肉にくによって誇ほこっているから、わたしも誇ほころう。 19あなたがたは賢かしこい人ひとたちなのだから、喜よろこんで愚おろか者ものを忍しのんでくれるだろう。 20実際じっさい、あなたがたは奴隷どれいにされても、食くい倒たおされても、略奪りゃくだつされても、いばられても、顔かおをたたかれても、それを忍しのんでいる。 21言いうのも恥はずかしいことだが、わたしたちは弱よわすぎたのだ。もしある人ひとがあえて誇ほこるなら、わたしは愚おろか者ものになって言いうが、わたしもあえて誇ほころう。 22彼かれらはヘブル人びとなのか。わたしもそうである。彼かれらはイスラエル人びとなのか。わたしもそうである。彼かれらはアブラハムの子孫しそんなのか。わたしもそうである。 23彼かれらはキリストの僕しもべなのか。わたしは気きが狂くるったようになって言いう、わたしは彼かれら以上いじょうにそうである。苦労くろうしたことはもっと多おおく、投獄とうごくされたことももっと多おおく、むち打うたれたことは、はるかにおびただしく、死しに面めんしたこともしばしばあった。 24ユダヤ人じんから四十に一つ足たりないむちを受うけたことが五度ど、 25ローマ人じんにむちで打うたれたことが三度ど、石いしで打うたれたことが一度いちど、難船なんせんしたことが三度ど、そして、一昼夜いっちゅうや、海うみの上うえを漂ただよったこともある。 26幾いくたびも旅たびをし、川かわの難なん、盗賊とうぞくの難なん、同国民どうこくみんの難なん、異邦人いほうじんの難なん、都会とかいの難なん、荒野あらのの難なん、海上かいじょうの難なん、にせ兄弟きょうだいの難なんに会あい、 27労ろうし苦くるしみ、たびたび眠ねむられぬ夜よるを過すごし、飢うえかわき、しばしば食物しょくもつがなく、寒さむさに凍こごえ、裸はだかでいたこともあった。 28なおいろいろの事ことがあった外ほかに、日々ひびわたしに迫せまって来くる諸しょ教会きょうかいの心配しんぱいごとがある。 29だれかが弱よわっているのに、わたしも弱よわらないでおれようか。だれかが罪つみを犯おかしているのに、わたしの心こころが燃もえないでおれようか。 30もし誇ほこらねばならないのなら、わたしは自分じぶんの弱よわさを誇ほころう。 31永遠えいえんにほむべき、主しゅイエス・キリストの父ちちなる神かみは、わたしが偽いつわりを言いっていないことを、ご存ぞんじである。
    


    
      32ダマスコでアレタ王おうの代だい官かんが、わたしを捕とらえるためにダマスコ人びとの町まちを監視かんししたことがあったが、 33その時ときわたしは窓まどから町まちの城壁じょうへきづたいに、かごでつり降おろされて、彼かれの手てからのがれた。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1わたしは誇ほこらざるを得えないので、無益むえきではあろうが、主しゅのまぼろしと啓示けいじとについて語かたろう。 2わたしはキリストにあるひとりの人ひとを知しっている。この人ひとは十四年ねん前まえに第だい三の天てんにまで引ひき上あげられた——それが、からだのままであったか、わたしは知しらない。からだを離はなれてであったか、それも知しらない。神かみがご存ぞんじである。 3この人ひとが——それが、からだのままであったか、からだを離はなれてであったか、わたしは知しらない。神かみがご存ぞんじである—— 4パラダイスに引ひき上あげられ、そして口くちに言いい表あらわせない、人間にんげんが語かたってはならない言葉ことばを聞きいたのを、わたしは知しっている。 5わたしはこういう人ひとについて誇ほころう。しかし、わたし自身じしんについては、自分じぶんの弱よわさ以外いがいには誇ほこることをすまい。 6もっとも、わたしが誇ほころうとすれば、ほんとうの事ことを言いうのだから、愚おろか者ものにはならないだろう。しかし、それはさし控ひかえよう。わたしがすぐれた啓示けいじを受うけているので、わたしについて見みたり聞きいたりしている以上いじょうに、人ひとに買かいかぶられるかも知しれないから。 7そこで、高慢こうまんにならないように、わたしの肉体にくたいに一つのとげが与あたえられた。それは、高慢こうまんにならないように、わたしを打うつサタンの使つかいなのである。 8このことについて、わたしは彼かれを離はなれ去さらせて下くださるようにと、三度ども主しゅに祈いのった。 9ところが、主しゅが言いわれた、「わたしの恵めぐみはあなたに対たいして十分じゅうぶんである。わたしの力ちからは弱よわいところに完全かんぜんにあらわれる」。それだから、キリストの力ちからがわたしに宿やどるように、むしろ、喜よろこんで自分じぶんの弱よわさを誇ほころう。 10だから、わたしはキリストのためならば、弱よわさと、侮辱ぶじょくと、危機ききと、迫害はくがいと、行ゆき詰づまりとに甘あまんじよう。なぜなら、わたしが弱よわい時ときにこそ、わたしは強つよいからである。
    


    
      11わたしは愚おろか者ものとなった。あなたがたが、むりにわたしをそうしてしまったのだ。実際じっさいは、あなたがたから推薦すいせんされるべきであった。というのは、たといわたしは取とるに足たりない者ものだとしても、あの大使徒だいしとたちにはなんら劣おとるところがないからである。 12わたしは、使徒しとたるの実じつを、しるしと奇跡きせきと力ちからあるわざとにより、忍耐にんたいをつくして、あなたがたの間あいだであらわしてきた。 13いったい、あなたがたが他たの教会きょうかいよりも劣っている点てんは何なにか。ただ、このわたしがあなたがたに負担ふたんをかけなかったことだけではないか。この不義ふぎは、どうか、ゆるしてもらいたい。
    


    
      14さて、わたしは今いま、三度目どめにあなたがたの所ところに行ゆく用意よういをしている。しかし、負担ふたんはかけないつもりである。わたしの求もとめているのは、あなたがたの持もち物ものではなく、あなたがた自身じしんなのだから。いったい、子供こどもは親おやのために財をたくわえて置おく必要ひつようはなく、親おやが子供こどものためにたくわえて置おくべきである。 15そこでわたしは、あなたがたの魂たましいのためには、大おおいに喜よろこんで費用ひようを使つかい、また、わたし自身じしんをも使つかいつくそう。わたしがあなたがたを愛あいすれば愛あいするほど、あなたがたからますます愛あいされなくなるのであろうか。 16わたしは、あなたがたに重荷おもにを負おわせなかったとしても、悪わるがしこくて、あなたがたからだまし取とったのだと、人ひとは言いう。 17わたしは、あなたがたにつかわした人ひとたちのうちのだれかをとおして、あなたがたからむさぼり取とっただろうか。 18わたしは、テトスに勧すすめてそちらに行いかせ、また、かの兄弟きょうだいを同行どうこうさせた。テトスは、あなたがたからむさぼり取とったことがあろうか。わたしたちは、みな同おなじ心こころで歩あるいたではないか。同おなじ足あし並なみで歩あるいたではないか。
    


    
      19あなたがたは、わたしたちがあなたがたに対たいして弁明べんめいをしているのだと、今いままでずっと思おもってきたであろう。しかし、わたしたちは、神かみのみまえでキリストにあって語かたっているのである。愛あいする者ものたちよ。これらすべてのことは、あなたがたの徳とくを高たかめるためなのである。 20わたしは、こんな心配しんぱいをしている。わたしが行いってみると、もしかしたら、あなたがたがわたしの願ねがっているような者ものではなく、わたしも、あなたがたの願ねがっているような者ものでないことになりはすまいか。もしかしたら、争あらそい、ねたみ、怒いかり、党派心とうはしん、そしり、ざんげん、高慢こうまん、騒乱そうらんなどがありはすまいか。 21わたしが再ふたたびそちらに行いった場合ばあい、わたしの神かみが、あなたがたの前まえでわたしに恥はじをかかせ、その上うえ、多おおくの人ひとが前まえに罪つみを犯おかしていながら、その汚けがれと不品行ふひんこうと好色こうしょくとを悔くい改あらためていないので、わたしを悲かなしませることになりはすまいか。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1わたしは今いま、三度目どめにあなたがたの所ところに行いこうとしている。すべての事ことがらは、ふたりか三人にんの証人しょうにんの証言しょうげんによって確定かくていする。 2わたしは、前まえに罪つみを犯おかした者ものたちやその他たのすべての人々ひとびとに、二度目どめに滞在たいざいしていたとき警告けいこくしておいたが、離はなれている今いままたあらかじめ言いっておく。今度こんど行いった時ときには、決けっして容赦ようしゃはしない。 3なぜなら、あなたがたが、キリストのわたしにあって語かたっておられるという証拠しょうこを求もとめているからである。キリストは、あなたがたに対たいして弱よわくはなく、あなたがたのうちにあって強つよい。 4すなわち、キリストは弱よわさのゆえに十字架じゅうじかにつけられたが、神かみの力ちからによって生いきておられるのである。このように、わたしたちもキリストにあって弱よわい者ものであるが、あなたがたに対たいしては、神かみの力ちからによって、キリストと共ともに生いきるのである。 5あなたがたは、はたして信仰しんこうがあるかどうか、自分じぶんを反省はんせいし、自分じぶんを吟味ぎんみするがよい。それとも、イエス・キリストがあなたがたのうちにおられることを、悟さとらないのか。もし悟さとらなければ、あなたがたは、にせものとして見捨みすてられる。 6しかしわたしは、自分じぶんたちが見捨みすてられた者ものではないことを、知しっていてもらいたい。 7わたしたちは、あなたがたがどんな悪あくをも行おこなわないようにと、神かみに祈いのる。それは、自分じぶんたちがほんとうの者ものであることを見みせるためではなく、たといわたしたちが見捨みすてられた者もののようになっても、あなたがたに良よい行おこないをしてもらいたいためである。 8わたしたちは、真理しんりに逆さからっては何なにをする力ちからもなく、真理しんりにしたがえば力ちからがある。 9わたしたちは、自分じぶんは弱よわくても、あなたがたが強つよければ、それを喜よろこぶ。わたしたちが特とくに祈いのるのは、あなたがたが完全かんぜんに良よくなってくれることである。 10こういうわけで、離はなれていて以上いじょうのようなことを書かいたのは、わたしがあなたがたの所ところに行いったとき、倒たおすためではなく高たかめるために主しゅが授さづけて下くださった権威けんいを用もちいて、きびしい処置しょちをする必要ひつようがないようにしたいためである。
    


    
      11最後さいごに、兄弟きょうだいたちよ。いつも喜よろこびなさい。全まったき者ものとなりなさい。互たがいに励はげまし合あいなさい。思おもいを一つにしなさい。平和へいわに過すごしなさい。そうすれば、愛あいと平和へいわの神かみがあなたがたと共ともにいて下くださるであろう。 12きよい接吻せっぷんをもって互たがいにあいさつをかわしなさい。聖徒せいとたち一同いちどうが、あなたがたによろしく。
    


    
      13主しゅイエス・キリストの恵めぐみと、神かみの愛あいと、聖霊せいれいの交まじわりとが、あなたがた一同いちどうと共ともにあるように。
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